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今
月
１
１
］
日
、
岡
山
国
際
交

流
セ
ン
タ
ー
国
際
会
議
場
で

第
３
回
国
際
医
療
貢
献
フ
ォ

上
フ
ム
を
岡
山
県
と
共
催
で

開
催
し
た
。
足
羽
憲
治
副
知

事
の
あ
い
さ
つ
で
開
始
。
最

初
に
日
本
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ

友
好
病
院
理
事
長
で
、
Ａ
Ｍ

Ｄ
Ａ
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
支
部

長
の
サ
ー
ダ
ー
・
Ａ
・
ナ
イ

ー
ム
医
師
に
よ
る
「
こ
れ
か

ら
の
医
療
協
力
に
求
め
る
も

の
」
と
題
し
て
の
基
調
講
演

が
あ
っ
た
。

　
続
い
て
「
ア
ジ
ア
の
医
療

水
準
の
実
情
と
こ
れ
か
ら
の

医
療
協
力
に
も
と
め
ら
れ
る

も
の
の
事
例
」
に
つ
い
て
、

医
療
機
関
を
代
表
し
、
岡
山

大
学
医
学
部
心
臓
血
管
外
科

教
授
の
佐
野
俊
二
氏
と
社
会

福
祉
法
人
旭
川
荘
理
事
の
板

一
野
美
佐
子
氏
が
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
を

菅波茂

代
表
し
て
、
私
と
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ

社
会
開
発
機
構
理
事
長
の
鈴

木
俊
介
氏
が
発
表
。
経
営
の

立
場
か
ら
、
帝
人
ナ
カ
シ
マ

メ
デ
ィ
カ
ル
代
表
取
締
役
会

長
の
中
島
義
雄
氏
、
Ｉ
Ｈ
Ｄ

協
同
組
合
理
事
長
の
小
林
佩

弘
氏
、
そ
し
て
瀬
戸
健
診
管

理
研
究
所
丸
亀
健
診
ク
リ
ニ

ッ
ク
院
長
の
麻
田
ヒ
デ
ミ
氏

が
述
べ
た
。

　
ま
た
、
教
育
機
関
を
代
表

し
て
、
岡
山
県
立
大
学
保
健

福
祉
学
部
准
教
授
の
真
金
栄

氏
と
同
大
学
特
別
研
究
員
の

シ
ュ
レ
ス
タ
ジ
ョ
シ
・
ア
ル

チ
ャ
ナ
氏
が
発
表
。
そ
の
後

　
「
求
め
ら
れ
る
医
療
協
力
に

お
け
る
産
学
金
官
連
携
の
可

能
性
」
（
「
金
」
は
「
金
融
こ

と
「
国
際
医
療
貢
献
フ
ォ
ー

ラ
ム
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

化
の
提
案
」
に
つ
い
て
討
議

が
行
わ
れ
た
。

ナ
イ
ー
ム
医

師
、
佐
藤
拓
史

医
師
、
則
安
俊

昭
・
岡
山
県
医

療
１
課
長
ら

の
真
摯
な
コ
メ

ン
ト
。
座
長
を

務
め
た
佐
野
氏

の
統
括
コ
メ
ン

ト
に
続
き
、
Ａ

Ｍ
Ｄ
Ａ
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
セ
ン
タ

ー
長
の
小
池
彰

和
氏
の
あ
い
さ

つ
で
閉
会
し

た
。
　
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
は
１
９
８
４
年

に
設
立
さ
れ
て
か
ら
、
継
続

し
て
国
際
医
療
協
力
に
携
わ

っ
て
き
た
。
こ
の
3
0
年
間
で

国
内
外
に
大
き
な
変
化
が
あ

る
。
①
世
界
の
富
の
東
漸
に

よ
り
ア
ジ
ア
の
国
々
の
経
済

向
上
②
ア
ジ
ア
の
国
々
の
医

療
技
術
の
向
上
と
医
療
体
制

の
拡
充
③
ア
ジ
ア
の
国
々
は

医
療
技
術
の
み
な
ら
ず
高
齢

さ
ま
ざ
ま
な
意
莞
が
交
わ
さ
れ
た
「
第
３
回
国

際
医
療
貢
献
フ
ォ
上
フ
ム
」

乞
に
よ
る
介
護
技
術
も
必
要

④
有
償
支
援
の
必
要
性
⑤
金

融
シ
ス
テ
ム
の
未
発
達
。

　
ア
ジ
ア
の
医
療
技
術
に
関

す
る
衝
撃
的
な
出
来
事
が
あ

っ
た
。
今
年
４
月
に
発
生
し

た
ネ
パ
ー
ル
大
地
震
の
際
、

ネ
パ
ー
ル
の
医
療
を
支
え
る

ト
リ
ブ
バ
ン
大
学
教
育
病
院

　
（
実
質
的
な
医
学
部
と
付
属

病
院
）
は
、
日
米
欧
の
医
療

チ
ー
ム
か
ら
支
援
の
申
し
出

を
受
け
た
が
、
３
５
０
人
の
交
流
と
相
互
協
力
の
具
現

骨
折
患
者
の
手
術
を
ネ
パ
ー
化
。
単
独
の
国
際
医
療
貢
献

ル
人
医
師
た
ち
だ
け
で
実
施
に
加
え
て
複
合
体
と
し
て
の

し
た
。
彼
ら
の
中
に
は
、
日
国
際
医
療
貢
献
の
具
現
化
で

本
の
文
部
科
学
者
奨
学
金
を
あ
り
、
岡
山
か
ら
全
国
へ
の

受
け
て
博
士
課
程
留
学
し
た
発
信
で
あ
る
。

教
授
陣
が
た
く
さ
ん
い
た
。
　
更
に
⊇
っ
や
ア
ジ
ア
の
医

　
基
調
講
演
を
し
た
ナ
イ
ー
療
機
関
は
無
償
支
援
に
加
え

ム
医
師
も
「
文
科
者
奨
学
金
て
有
償
支
援
を
必
要
と
し
て

で
博
士
号
取
得
後
に
母
国
に
　
い
る
。
有
償
支
援
の
仕
組
み

貢
献
す
る
の
は
1
0
％
前
後
。
づ
く
り
を
、
金
融
庁
所
管
の

多
く
は
欧
米
で
医
師
と
し
て
Ｎ
Ｐ
Ｏ
バ
ン
ク
か
金
融
業
務

働
く
。
日
本
に
と
っ
て
も
母
を
行
う
営
利
団
体
（
合
同
会

国
に
と
っ
て
も
損
失
。
解
決
社
あ
る
い
は
株
式
会
社
）
の

策
は
帰
国
後
の
技
術
支
援
の
　
い
ず
れ
か
の
法
人
形
態
と
し

継
続
と
有
償
資
金
支
援
プ
ロ
　
て
実
現
化
し
た
い
。
Ｇ
Ｐ
Ｓ

グ
ラ
ム
で
あ
る
」
と
。
彼
ら
Ｐ
（
世
界
平
和
パ
ー
ト
ナ
ー

が
日
本
で
学
ん
だ
技
術
を
ア
シ
ッ
プ
）
参
加
団
体
を
パ
ー

ジ
ア
諸
国
に
移
転
す
る
時
代
ト
ナ
ー
と
す
る
バ
ン
ク
構
想

の
到
来
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
で
あ
る
。

　
佐
野
氏
か
ら
国
際
医
療
貢
　
な
お
、
佐
野
氏
に
フ
ィ
リ

献
フ
ォ
土
フ
ム
の
プ
ラ
ッ
ト
ピ
ン
の
グ
シ
平
和
貢
が
Ｈ
月

フ
ォ
ー
ム
乞
の
提
案
が
さ
れ
2
5
日
に
授
与
さ
れ
る
予
定
。

た
。
目
的
は
、
岡
山
県
国
際
ベ
ト
ナ
ム
を
は
じ
め
世
界
の

貢
献
活
動
推
進
条
例
に
基
づ
国
々
に
対
す
る
医
療
貢
献
の

い
た
、
行
政
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
、
Ｎ
実
績
へ
の
評
価
で
あ
る
。
大

Ｐ
Ｏ
、
教
育
機
関
、
企
業
そ
い
に
喜
び
た
い
。

し
て
公
益
団
体
な
ど
の
相
互
　
（
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
グ
ル
ー
プ
代
表
）
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